
 
 

  
 
 モニター通信 Vol.２（6／16 発行）で、「約８割のスーパーはマイバックに賛

成！」とご紹介したところ、皆様からご意見をお寄せいただきましたのでご紹介

します。 

 
 
 
 
 
 
 『我家のごみ減量に対しての状況をお話しします。買い 

物にはマイバック持参を心掛けています。時々忘れた時に 

もらったレジ袋は、ごみ出しに利用しています。 

 家庭菜園があり、生ごみは土中に入れるので、市に出す 

ごみは週１回レジ袋１個分で十分です。・・・紙類はきれ 

いにたたんで資源に出せば、そんなにないはずです。 

 

          また、私は時々外国に出かけ、その土地のスーパーマー 

 ケットに行きますが、日本ほどきれいにビニール袋やパック 

づめにした物ばかり売っている国を見たことがありません。 

・・必要もない量をパックに入れられた型で買わされる 

         のは、ある意味のおしつけ・押し売りとしか思えませんが・・・』 

とのことです。 

 

＜回 覧＞ 

          

          

＊ 裏面もお読みください。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 昨年同様、ごみ出しマナーの向上とルールの徹底を図るため、今年も 10 月を

「ごみ分別徹底月間」として、分別されていないごみは警告シールを

貼って収集しません。 

 昨年、集積所には１カ月で 110 トンを超える違反ごみが出

ました。近隣の方にご迷惑が掛かるなどのさまざまな問題が発生しましたが、ご

理解・ご協力を得ながら、ごみ出しルールの徹底を呼び掛けました。その結果、

違反ごみの量も減少していきました。 

 主な違反は、燃やせるごみの中に洗剤などのプラスチック容器が、燃やせない

ごみの中にビン・カン・ペットボトル・白色食品トレイが混ざっていたことです。 

 正しいごみ出しルールを知らず、違反した自覚がない

人がほとんどでした。ごみ出しルールは、「ごみカレン

ダー」（市役所・各出張所でお渡しできます）か、一宮

市のホームページで確認していただき、ご協力をお願

いします。 

 
 

 
   引き続き、皆様からのごみ減量の取り組み、身近な情報をお待ちしています。 
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